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1
世
紀
を
指
向
し
た
学
校
教
育
で
は
，
子
ど
も
に
真
に
「
生
き
る
力
」
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
り
，
と
り
わ
け
算
数
科
に
お
い
て
は
，
自
分
で
問
題
を
見
つ
け
，
自
ら
考
え
，
主
体
的
に
判
断
し
，
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
し
て
い
く
中
で
，
「
生
き
る
力
」
が
育
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
，
「
数
と
計
算
」
領
域
に
限
っ
て
み
て
も
，
子
ど
も
の
実
態
と
し
て
は
，
「
計
算
は
で
き
る
が
，
計
算
の
意
味
が
説
明
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
現
象
が
観
察
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り
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ば
，
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，
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）
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「
解
決
の
過
程
を
説
明
で
き
な
い
」
あ
る
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は
「
問
題
の
構
造
を
つ
か
ん
で
演
算
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
傾
向
が
少
な
か
ら
ず
観
察
さ
れ
る
。
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よ
う
な
状
況
に
お
い
て
，
ま
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ま
す
，
演
算
の
意
味
理
解
を
図
っ
た
り
，
意
味
の
拡
張
を
は
か
る
学
習
指
導
が
重
視
さ
れ
る
必
要
が
生
じ
る
。
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し
た
背
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の
下
に
，
我
々
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四
則
計
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意
味
理
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が
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除
法
の
意
味
理
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や
意
味
の
拡
張
を
図
る
学
習
指
導
の
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り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
，
児
童
が
，
除
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
，
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
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の
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前
提
の
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究
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と
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と
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ど
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識
を
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味
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張
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図
る
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に
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識
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か
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一
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量
的
方
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そ
の
際
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除
法
の
意
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い
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前
提
に
立
つ
と
き
，
特
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小
学
校
第
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学
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指
導
さ
れ
る
「
小
数
の
除
法
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（
×
小
数
）
の
場
面
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
，
そ
の
特
徴
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
2
．
調
　
査
｛
刊
　
調
査
問
題
の
開
発
　
先
行
研
究
に
お
い
て
，
小
数
の
乗
法
に
関
す
る
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
て
き
て
い
る
が
，
小
数
の
除
法
に
つ
い
て
は
，
前
者
に
比
べ
れ
ば
比
較
的
少
な
い
と
い
え
る
。
例
え
ば
，
B
e
r
e
n
s
o
n
，
　
e
t
　
a
l
．
（
1
9
9
6
）
で
は
，
“
d
i
v
i
s
i
o
n
”
と
い
う
語
か
ら
子
ど
も
が
連
想
す
る
語
を
分
析
す
る
こ
と
で
，
子
ど
も
の
除
法
に
つ
い
て
の
信
念
を
調
査
し
て
い
る
。
し
か
し
，
本
研
究
に
お
い
て
は
，
上
述
の
よ
う
に
，
「
小
数
の
除
法
」
（
小
5
）
の
場
面
に
お
け
る
児
童
に
よ
る
意
味
の
拡
張
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
か
ら
，
子
ど
も
の
演
算
決
定
あ
る
い
は
立
式
と
の
関
連
で
，
除
法
に
つ
い
て
の
認
識
を
捉
え
る
こ
と
を
ね
ら
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
，
例
え
ば
，
日
野
（
1
9
9
3
）
で
は
，
小
数
の
乗
法
に
関
す
る
調
査
の
際
に
，
問
題
文
か
ら
立
式
を
問
う
と
い
っ
た
形
式
を
採
用
し
て
い
る
が
，
本
研
究
の
場
合
，
む
し
ろ
子
ど
も
の
立
式
の
背
景
と
な
る
子
ど
も
の
有
す
る
認
識
を
調
査
す
る
こ
と
を
主
と
す
る
た
め
，
《
与
え
ら
れ
た
式
に
対
す
る
問
題
場
面
の
想
起
》
と
い
う
質
問
形
式
を
採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
議
論
を
基
に
，
以
下
の
よ
う
な
調
査
問
題
を
開
発
し
た
。
【
も
ん
だ
い
】
例
に
な
ら
っ
て
，
下
の
（
1
）
～
（
4
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
式
で
，
こ
た
え
が
も
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
ん
だ
い
を
作
り
な
さ
い
。
　
例
　
5
÷
8
は
じ
め
バ
ス
に
5
人
の
お
客
さ
ん
が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
次
の
停
留
所
で
8
人
の
お
客
さ
ん
が
の
っ
て
き
ま
し
た
。
バ
ス
に
は
い
ま
，
何
人
の
お
客
さ
ん
が
の
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
1
2
÷
3
1
2
－
÷
3
0
1
．
2
÷
3
1
2
÷
0
。
3
②
　
調
査
の
対
象
　
鳥
取
県
内
の
小
学
校
第
4
学
年
か
ら
第
6
学
年
の
児
童
2
5
7
名
を
対
象
と
し
た
。
各
学
年
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
4
学
年
　
　
第
5
学
年
　
　
第
6
学
年
人
　
数
1
2
3
学
　
校
　
　
A
，
B
，
　
C
6
7
D
，
E
6
7
F
，
G
＊
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
部
特
鳥
取
算
数
研
究
の
会
キ
ー
ワ
ー
ド
：
除
法
，
問
題
作
り
，
算
数
教
育
｛
3
）
調
査
の
方
法
　
上
述
の
問
題
を
質
問
紙
形
式
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。
各
学
校
と
も
，
調
玄ご影刻絃i萎　＠多萎影ざ
2
溝
口
達
也
・
矢
部
敏
昭
　
児
童
の
有
す
る
除
法
に
つ
い
て
の
認
識
　　l
i
｛
・
i
l
l
i
§i
i
l／
査
の
実
施
は
1
9
9
9
年
6
月
に
行
わ
れ
，
調
査
時
間
は
1
5
分
程
度
で
あ
っ
た
。
（
4
）
調
査
の
結
果
　
ω
～
（
4
）
に
つ
い
て
の
各
学
年
の
達
成
度
は
，
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
概
観
す
る
と
き
，
日
）
に
つ
い
て
は
，
い
ず
れ
の
学
年
に
お
い
て
も
非
常
に
高
い
達
成
度
が
得
ら
れ
た
。
（
3
汲
び
（
4
）
に
つ
い
て
は
，
既
習
，
未
習
の
差
が
厳
然
と
結
果
に
反
映
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
，
②
に
つ
い
て
は
，
第
4
学
年
に
お
い
て
は
未
習
の
た
め
，
高
い
達
成
度
が
期
待
で
き
な
い
と
し
て
も
，
第
5
学
年
に
お
い
て
は
，
③
の
結
果
と
比
較
す
る
と
き
そ
の
達
成
度
の
低
さ
が
目
立
つ
。
第
6
学
年
に
つ
い
て
も
，
同
様
に
，
そ
の
達
成
度
は
高
い
も
の
と
は
言
え
な
い
。
｛
1
）
の
違
成
度
．
正
答
誤
答
無
　
記
　
入
総
計
第
4
学
年
第
5
学
年
第
6
学
年
9
9
　
（
8
0
、
5
％
）
6
1
　
（
9
1
．
0
9
る
）
6
0
　
（
8
9
．
6
％
）
2
3
　
（
1
8
．
7
％
）
4
（
6
．
0
％
）
6
（
9
．
0
％
）
1
（
0
．
8
％
）
2
（
3
．
0
％
）
1
（
L
5
％
）
1
2
3
6
7
6
7
②
の
達
成
度
正
答
誤
答
無
　
記
　
入
総
計
第
4
学
年
第
5
学
年
第
6
学
年
1
0
（
8
ユ
％
）
ユ
8
　
（
2
6
．
9
％
）
4
4
　
（
6
5
．
7
％
）
7
3
　
〈
5
9
．
4
％
）
3
5
　
（
5
2
．
2
％
）
2
2
　
（
3
2
．
8
％
）
4
0
　
（
3
2
．
5
％
）
1
4
　
（
2
0
．
9
％
）
1
（
L
5
％
）
1
2
3
6
7
6
7
　×
！
i障該蒙蓑
、1
：
・
燭
の
達
成
度
、
正
答
誤
答
無
　
記
　
入
総
計
第
4
学
年
第
5
学
年
第
6
学
年
4
3
　
（
3
5
．
0
％
）
5
1
（
7
6
．
1
％
）
5
7
　
（
8
5
．
1
％
）
4
〈
婁
　
（
3
5
．
8
％
）
7
　
（
1
0
．
5
％
）
7
　
（
1
0
．
4
％
）
3
6
　
（
2
9
．
3
9
を
）
）
9
（
1
3
．
（
▲
％
）
3
（
4
5
％
）
1
2
3
6
7
6
7
㈲
の
達
成
度
正
答
誤
答
無
　
記
　
入
総
計
第
4
学
年
第
5
学
年
第
6
学
年
2
8
　
（
2
2
、
8
％
）
2
0
　
（
2
9
．
9
％
）
4
7
　
（
7
0
．
2
％
）
4
4
　
（
3
5
．
8
％
）
1
2
　
（
1
7
．
9
％
）
1
3
　
（
1
9
．
4
％
）
5
1
　
（
4
L
5
％
）
3
5
　
（
5
2
．
2
9
を
＞
＞
7
（
1
0
．
4
％
）
1
2
3
6
7
6
7
1
念
鯵
．
各
学
年
の
達
成
度
／］
／
諺彩轟鷺ド　
　
じ
竃聾　
i
’
奏
／
［　
1
0
0
．
O
9
0
．
O
8
0
．
0
7
0
．
O
6
0
．
O
醗
　
5
0
．
O
4
0
．
O
3
0
．
0
2
0
．
O
T
O
．
O
O
．
O
（
1
）
（
2
）
質
問
（
3
）
（
4
）
＋
第
4
学
年
一
翻
一
第
5
学
年
　
　
　
第
6
学
年
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
9
号
　
2
0
0
0
年
3
月
3
3
．
調
査
結
果
の
分
析
　
先
行
研
究
の
吟
味
か
ら
，
調
査
結
果
を
分
析
す
る
上
で
，
2
つ
の
観
点
，
す
な
わ
ち
，
《
除
法
の
モ
デ
ル
》
と
《
量
体
系
》
を
設
定
す
る
。
　
前
者
に
関
し
て
は
，
す
で
に
，
F
l
s
c
h
b
e
i
n
，
　
e
t
　
a
l
．
（
1
9
8
5
）
に
よ
っ
て
，
《
等
分
除
モ
デ
ル
》
と
《
包
含
除
モ
デ
ル
》
が
示
さ
れ
て
い
る
が
，
後
述
の
よ
う
に
，
本
調
査
の
結
果
か
ら
，
新
た
に
《
面
積
》
，
《
割
合
》
，
《
速
さ
》
の
3
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
こ
れ
ら
に
加
え
た
5
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
に
よ
っ
て
分
析
を
試
み
る
：除法
の
モ
デ
ル
等
分
除
包
含
除
面
積
割
合
速
さ
　
ま
た
，
後
者
に
関
し
て
は
，
日
野
（
1
9
9
3
）
に
よ
る
指
摘
を
受
け
て
，
わ
り
算
の
記
号
÷
か
ら
連
想
さ
れ
る
も
の
（
部
分
的
な
量
等
）
と
は
別
に
，
物
理
的
な
量
体
系
に
対
す
る
子
ど
も
の
経
験
的
な
考
え
が
本
調
査
問
ω
　
1
2
÷
3
題
を
解
決
す
る
上
で
影
響
す
る
と
考
え
，
×
き
く
《
離
散
量
（
d
）
》
と
《
連
続
量
（
c
＞
》
，
及
び
こ
れ
ら
に
《
割
合
（
p
）
》
を
加
え
て
，
以
下
の
よ
う
な
5
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
分
析
を
試
み
る
：
　
（
1
）
～
（
4
）
に
つ
い
て
，
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
ク
ロ
ス
集
計
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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（
3
0
％
）
7
　
（
1
0
、
4
％
）
総
計
4
6
　
（
6
8
7
％
）
1
G
　
（
1
4
9
％
）
4
（
6
．
0
％
）
7
（
1
0
4
％
）
6
7
％
7
0
6
0
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
6
年
生
（
9
モ
テ
ル
速
さ
そ
の
他
そ
の
他
一
C
量
体
系
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
9
号
　
2
0
0
0
年
3
月
5
　
α
）
に
つ
い
て
は
，
3
学
年
と
も
《
等
分
除
》
と
《
d
÷
d
》
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
回
答
が
大
半
を
占
め
る
。
例
1
－
1
　
は
じ
め
に
あ
め
が
1
2
こ
あ
り
ま
し
た
。
3
人
で
同
じ
数
ず
つ
分
け
る
　
と
1
人
何
こ
ず
つ
に
な
る
で
し
ょ
う
。
　
《
包
含
除
》
と
《
d
÷
d
》
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
は
，
次
の
よ
う
な
回
答
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
1
－
2
　
（
4
年
生
・
女
子
）
　
1
2
こ
の
ボ
ー
ル
を
3
つ
ず
つ
は
こ
に
つ
め
ま
す
。
は
こ
は
い
く
つ
い
　
る
で
し
ょ
う
。
　
5
，
6
年
生
で
《
d
÷
d
》
以
外
の
量
体
系
に
よ
る
作
問
を
行
な
う
回
答
が
見
ら
れ
る
の
は
，
〈
小
数
÷
整
数
〉
や
〈
÷
小
数
〉
の
学
習
経
験
か
ら
（
2
）
　
1
2
÷
3
0
連
続
量
を
扱
う
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
，
次
の
よ
う
な
回
答
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
1
－
3
　
（
5
年
生
・
男
子
）
　
（
《
等
分
除
》
と
《
c
÷
d
》
）
　
は
じ
め
に
1
2
・
の
ジ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
3
人
で
分
け
　
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
1
人
は
，
何
2
に
な
る
で
し
ょ
う
。
例
1
－
4
　
（
6
年
生
’
女
子
）
　
（
《
包
含
除
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
1
2
m
の
リ
ボ
ン
を
3
m
つ
つ
分
け
ま
し
た
。
3
m
つ
つ
分
け
た
リ
ボ
ン
　
は
，
何
本
に
な
り
ま
し
た
か
？
。
例
1
－
5
　
（
6
年
生
・
男
子
）
　
（
《
速
さ
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
ま
さ
る
君
の
家
か
ら
お
じ
さ
ん
の
家
ま
で
1
2
k
m
あ
り
ま
す
。
時
速
　
3
k
m
で
走
る
と
何
時
間
か
か
る
で
し
ょ
う
。
響
案
漬
鶴
べ
d
÷
d
c
÷
d
C
÷
C
そ
　
の
　
他
総
計
等
　
分
　
除
包
　
含
　
除
そ
　
の
　
他
4
（
3
3
％
）
1
0
（
8
1
％
）
7
（
5
．
7
％
）
1
0
2
　
（
8
2
9
％
）
1
4
　
（
1
1
4
％
）
　
7
（
5
7
％
）
1
0
2
　
（
8
2
9
％
）
総
　
計
4
（
3
3
％
）
1
0
（
8
1
％
）
7
（
5
7
％
）
1
0
2
　
（
8
2
9
％
）
1
2
3
g
o
8
0
7
0
6
0
　
　
5
◎
％
4
0
3
0
2
0
1
0
4
年
生
②
モ
テ
ル
包
己
除
そ
の
他
そ
の
他
　
C
量
体
系
ぶ
＼
蟻
無
，
1
：
c
÷
d
C
÷
C
そ
　
の
　
他
総
計
等
　
分
　
除
包
　
含
　
除
そ
　
の
　
他
1
8
　
（
2
6
9
％
）
2
（
3
0
％
）
4
7
　
（
7
0
1
％
）
1
8
　
（
2
6
9
（
％
）
2
（
3
．
0
％
）
4
7
　
（
7
0
．
1
％
）
総
　
計
1
8
　
（
2
6
9
％
）
2
（
3
．
G
％
）
4
7
　
（
7
0
1
％
）
6
7
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1
；
：
：
l
！
残念i
l
i
i
i
｛
i
l
ぎi
冒
Ri
l
◇
l
l
、
｛
i
、
1
］
こ
該；
i
謬i
l
ヌ
、
き
、
多髄影鞍鷺藏…
1
難　
6
溝
日
達
也
・
矢
部
敏
昭
：
児
童
の
有
す
る
除
法
に
つ
い
て
の
認
識
8
0
7
0
6
0
5
0
％
　
4
0
3
0
2
0
1
0
5
年
生
（
2
）
モ
テ
ル
そ
の
他
そ
の
他
量
体
系
第
6
学
年
d
－
d
c
⊥
d
C
⊥
C
そ
　
の
　
他
給
計
等
　
分
　
除
包
　
含
　
除
割
合
そ
　
の
　
他
2
（
3
．
0
％
）
4
0
　
（
5
9
7
％
）
1
（
1
．
5
％
）
2
（
3
0
％
）
1
（
1
5
％
）
2
1
　
（
3
1
．
3
％
）
4
1
　
（
6
1
．
2
％
）
2
（
3
0
％
）
3
（
4
5
％
）
2
1
　
（
3
1
3
％
）
総
　
計
2
（
3
0
％
）
4
0
　
（
5
9
7
％
）
4
（
6
0
％
）
2
1
　
（
3
1
3
％
）
6
7
6
0
5
0
4
0
％
　
3
0
2
0
1
0
6
年
生
②
モ
テ
ル
　
上
述
の
よ
う
に
金
体
を
通
し
て
も
っ
と
も
達
成
度
の
低
い
（
2
）
に
つ
い
て
は
，
4
，
5
年
生
に
お
い
て
は
，
正
答
者
は
，
す
べ
て
《
等
分
除
》
と
《
c
－
d
》
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
回
答
で
あ
る
。
例
2
ヨ
　
（
4
年
生
・
女
子
）
（
《
等
分
除
》
と
《
c
－
d
》
）
　
1
2
m
の
ひ
も
が
あ
り
ま
す
。
3
0
人
に
同
じ
長
さ
ず
つ
わ
け
ま
す
。
な
　
ん
m
ず
つ
く
ば
れ
る
で
し
ょ
う
。
割
合
そ
の
他
そ
の
他
一
C
量
体
系
誤
答
例
と
し
て
は
，
次
の
よ
う
な
回
答
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
2
－
2
　
（
4
年
生
・
男
子
）
　
（
《
等
分
除
》
と
《
d
T
d
》
）
　
1
2
こ
の
な
し
を
，
3
0
人
で
分
け
ま
す
。
同
じ
数
ず
つ
分
け
る
と
，
1
　
人
何
こ
で
し
ょ
う
。
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
9
号
　
2
0
0
0
年
3
月
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例
2
－
3
　
（
5
年
生
・
女
子
）
　
（
《
包
含
除
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
リ
ボ
ン
が
1
2
m
あ
り
ま
す
。
3
0
m
ず
つ
に
き
る
と
，
3
0
c
m
の
リ
ボ
ン
　
は
い
く
つ
で
き
る
で
し
ょ
う
。
例
2
－
4
　
（
6
年
生
・
女
子
）
（
《
等
分
除
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
1
2
㎡
の
か
べ
を
，
3
0
分
で
し
あ
げ
ま
し
た
。
1
分
で
何
㎡
の
か
べ
を
　
し
あ
げ
ま
し
た
か
。
　
4
，
5
年
生
に
お
い
て
見
ら
れ
る
除
法
の
認
識
は
，
「
何
等
分
」
「
何
人
分
」
あ
る
い
は
「
1
つ
分
」
と
い
っ
た
語
で
示
さ
れ
る
回
答
例
が
圧
倒
的
に
多
く
，
被
除
数
が
除
数
よ
り
も
小
さ
か
っ
た
り
，
ま
た
割
り
切
れ
な
い
場
合
に
，
そ
の
問
題
場
面
を
想
起
で
き
な
い
と
い
う
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
。
　
6
年
生
に
お
い
て
も
，
正
答
者
の
多
数
は
，
4
，
5
年
生
同
様
，
《
等
分
除
》
と
《
c
一
き
d
》
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
回
答
で
あ
っ
た
が
，
、
い
く
つ
か
特
殊
な
正
答
が
見
ら
れ
る
。
（
3
）
　
1
．
2
÷
3
例
2
－
5
　
〈
6
年
生
・
女
子
）
（
《
割
合
》
と
《
d
÷
d
》
）
　
南
の
駅
に
は
，
1
2
人
お
客
さ
ん
が
い
ま
す
。
北
の
駅
に
は
，
お
客
さ
　
ん
が
，
3
0
人
い
ま
す
。
南
の
駅
の
人
数
は
，
北
の
駅
の
人
数
の
何
倍
・
で
し
ょ
う
か
？
例
2
－
6
　
（
6
年
生
・
男
子
）
（
《
割
合
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
今
臼
の
ん
だ
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
は
1
2
2
で
昨
日
の
ん
だ
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
　
は
3
0
2
の
み
ま
し
た
。
1
2
2
は
3
0
2
の
何
倍
に
あ
た
る
で
し
ょ
う
。
第
4
学
年
c
÷
d
C
〒
C
そ
　
の
　
他
総
計
等
　
分
　
除
包
　
含
　
除
そ
　
の
　
他
4
7
　
（
3
8
．
2
％
）
4
（
3
3
％
）
7
2
　
（
5
8
．
5
9
を
）
）
4
6
　
（
3
7
．
4
％
）
5
（
4
．
1
％
）
7
2
　
（
5
8
．
5
％
）
総
　
計
4
7
　
（
3
8
．
2
¢
を
）
）
4
（
3
．
3
％
）
7
2
　
（
5
8
．
5
％
）
1
2
3
6
0
5
0
4
0
％
　
3
0
2
0
1
0
4
年
生
（
3
）
モ
デ
ル
そ
の
他
そ
の
他
量
体
系
第
・
5
学
年
c
÷
d
そ
　
の
　
他
総
計
等
　
分
　
除
そ
　
の
　
他
5
2
　
（
7
7
．
6
％
）
1
5
　
（
2
2
．
4
9
を
）
）
5
2
　
（
7
7
．
6
％
）
1
5
　
（
2
2
．
4
％
）
総
　
計
5
2
　
（
7
7
．
6
9
を
）
）
1
5
　
（
2
2
．
4
％
）
6
7
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、
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i
i
l
｛
l
l
l
l
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！！／／
8
溝
口
達
也
・
矢
部
敏
昭
：
児
童
の
有
す
る
除
法
に
つ
い
て
の
認
識
5
年
生
（
3
）
8
0
7
0
6
0
5
0
％
　
4
◎3◎20
1
0
モ
テ
ル
そ
の
他
そ
の
他
量
体
系
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
ノ
　
　
　
ヘ
シ
ぐ
第
：
嚇
逢
ジ
ニ
c
〒
d
C
÷
C
c
÷
P
そ
　
の
　
他
総
計
等
　
分
　
除
面割速
積合さ
そ
　
の
　
他
5
2
　
（
7
7
6
％
）
1
（
1
5
％
）
1
（
1
5
％
）
2
（
3
0
％
）
1
（
1
，
5
％
）
1
0
　
（
1
4
9
％
）
5
2
　
（
7
7
6
％
）
1
（
1
5
％
）
2
（
3
．
0
％
）
2
（
3
0
％
）
1
0
　
（
1
4
．
9
％
）
総
　
計
5
2
　
（
7
7
6
％
）
4
（
6
．
0
％
）
1
（
1
．
5
％
）
1
0
　
（
1
4
9
％
）
6
7
8
0
7
0
6
0
5
0
％
　
4
0
3
0
2
0
1
0
6
年
生
（
3
）
モ
テ
ル
　
（
3
｝
に
つ
い
て
は
，
4
年
生
に
お
い
て
は
未
習
の
た
め
，
5
，
6
年
生
の
結
果
を
見
る
と
き
，
《
等
分
除
》
と
《
c
÷
d
》
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
回
答
が
正
答
者
の
大
多
数
を
占
め
る
。
例
3
－
1
　
（
5
年
生
・
女
子
）
（
《
等
分
除
》
と
《
c
二
d
》
）
　
L
2
2
の
ジ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
3
人
で
分
け
速
さ
そ
の
他
そ
の
他
一
P
量
体
系
ま
す
。
1
人
分
は
，
何
2
に
な
る
で
し
ょ
う
。
　
ま
た
，
6
年
生
で
は
，
②
同
様
，
い
く
つ
か
の
特
殊
な
正
答
例
が
見
ら
れ
る
。
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
9
号
　
2
0
0
0
年
3
月
9
例
3
－
2
　
（
6
年
生
・
不
明
）
（
《
面
積
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
面
積
が
L
2
㎡
の
長
方
形
が
あ
り
ま
す
。
横
の
長
さ
が
3
m
で
た
て
　
の
な
が
さ
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
て
の
長
さ
は
，
何
m
で
し
ょ
う
。
例
3
－
6
　
（
6
年
生
・
女
子
）
（
《
割
合
》
と
《
c
÷
p
》
）
　
1
2
k
m
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
，
歩
い
て
い
ま
す
。
今
ち
ょ
う
　
ど
，
1
／
3
歩
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
何
k
m
歩
き
ま
し
た
か
。
く
例
3
－
3
　
（
6
年
生
・
男
子
）
（
《
割
合
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
あ
と
，
1
2
㎞
で
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
3
㎞
で
公
　
園
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
は
公
園
の
何
倍
の
道
の
り
で
す
か
？
例
3
－
4
　
（
6
年
生
’
男
子
）
（
《
速
さ
》
と
《
c
∴
c
》
）
1
2
㎞
を
3
時
間
で
走
る
か
め
が
い
ま
し
た
。
こ
の
か
め
は
，
時
速
　
何
k
m
で
走
っ
た
で
し
ょ
う
。
｛
列
3
－
5
　
　
（
6
年
生
・
男
子
）
（
《
速
さ
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
L
2
k
m
の
道
の
り
を
時
速
3
時
間
で
歩
く
と
，
何
時
間
か
か
る
で
　
し
ょ
う
。
（
4
）
　
1
2
÷
0
3
　
（
3
）
は
，
被
除
数
と
除
数
の
数
と
し
て
の
関
係
は
基
本
的
に
（
2
）
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
，
（
2
）
の
被
除
数
及
び
除
数
を
そ
れ
ぞ
れ
1
0
で
割
っ
た
数
の
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
，
被
除
数
が
小
数
で
表
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
（
2
）
に
比
べ
，
児
童
に
と
っ
て
は
連
続
量
を
想
起
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
，
結
果
的
に
達
成
度
は
閣
よ
り
も
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
，
6
年
生
に
お
い
て
は
，
少
数
で
は
あ
る
が
，
速
さ
や
割
合
等
の
問
題
場
面
の
経
験
か
ら
，
除
法
の
認
識
に
つ
い
て
，
そ
れ
ま
で
の
，
「
何
等
分
」
「
何
人
分
」
あ
る
い
は
「
1
つ
分
」
と
い
っ
た
語
で
示
さ
れ
る
認
識
に
と
ど
ま
ら
ず
，
極
め
て
多
様
な
認
識
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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1
0
溝
口
達
也
・
矢
部
敏
昭
：
児
童
の
有
す
る
除
法
に
つ
い
て
の
認
識
8
0
7
0
6
0
5
0
％
　
4
0
3
0
2
0
丁
◎
5
年
生
（
4
）
モ
テ
ル
そ
の
他
そ
の
他
量
体
系
第
6
学
年
C
－
T
C
C
÷
P
そ
　
の
　
他
計
包
　
含
　
除
割速
合さ
そ
　
の
　
他
4
2
　
（
6
2
．
7
％
）
2
（
3
0
％
）
1
（
1
5
％
）
2
（
3
．
0
％
）
2
0
　
（
2
9
9
％
）
4
3
　
（
6
4
2
％
）
4
（
6
0
％
）
1
（
1
5
％
）
2
0
　
（
2
9
9
％
）
総
　
計
4
5
　
（
6
7
．
2
％
〉
2
（
3
．
0
％
）
2
0
　
（
2
9
9
％
）
6
7
％
6
年
生
く
4
）
モ
テ
ル
　
（
4
）
に
つ
い
て
は
，
《
包
含
除
》
と
《
c
T
c
》
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
回
答
が
正
答
者
の
大
多
数
を
占
め
る
。
例
4
ヨ
　
（
6
年
生
・
男
子
）
（
《
包
含
除
》
と
《
c
－
c
》
）
　
1
2
m
の
リ
ボ
ン
を
，
0
3
m
ず
つ
一
入
の
人
に
上
げ
る
と
何
人
に
あ
げ
　
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
っ
。
そ
の
他
そ
の
他
c
一
ア
P
　
　
　
　
量
体
系
　
除
数
に
小
数
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
「
何
等
分
」
等
の
よ
う
な
問
題
場
面
は
成
立
し
な
い
。
こ
の
た
め
，
4
，
5
年
生
で
は
未
習
で
は
あ
る
も
の
の
，
そ
れ
ま
で
の
除
法
の
認
識
が
適
用
で
き
ず
，
延
記
入
者
が
他
の
問
題
に
比
べ
増
え
て
い
る
。
（
3
）
と
あ
わ
せ
て
，
6
年
生
の
結
果
を
見
る
と
き
，
被
除
数
や
除
数
に
小
数
（
分
数
）
を
用
い
る
こ
と
で
，
児
童
の
除
法
の
認
識
が
飛
躍
的
に
深
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
正
答
例
と
し
て
は
，
次
の
様
な
回
答
例
が
見
ら
れ
る
。
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
9
号
　
2
0
0
0
年
3
月
1
1
例
4
－
2
　
（
5
年
生
・
女
子
）
（
《
面
積
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
面
積
が
1
2
㎡
の
花
だ
ん
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
花
だ
ん
の
た
て
は
0
．
3
　
m
で
す
。
横
は
何
m
で
し
ょ
う
。
例
4
－
3
　
（
6
年
生
・
男
子
）
（
《
割
合
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
1
2
2
の
ジ
ュ
ー
ス
は
0
3
2
の
ジ
ュ
ー
ス
の
何
倍
で
し
ょ
う
。
例
4
－
4
　
（
6
年
生
・
男
子
〉
（
《
割
合
》
と
《
c
÷
p
》
）
　
　
あ
る
豚
肉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
肉
の
3
割
を
取
っ
て
は
か
り
に
乗
せ
　
　
る
と
1
2
k
g
で
し
た
。
豚
肉
は
初
め
何
k
g
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
例
4
－
5
　
（
6
年
生
・
男
子
）
（
《
速
さ
》
と
《
c
÷
c
》
）
　
　
時
速
0
3
k
m
で
1
2
k
m
進
み
ま
し
た
。
何
時
間
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
4
．
お
わ
り
に
　
教
授
へ
の
示
唆
　
本
研
究
の
結
論
と
し
て
，
児
童
の
除
法
に
つ
い
て
の
認
識
に
つ
い
て
は
，
本
文
中
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
，
研
究
課
題
の
後
者
に
つ
い
て
は
，
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
：
児
童
は
，
除
法
（
被
除
数
と
除
数
）
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
保
有
し
が
ち
で
あ
る
。
特
に
，
（
整
数
a
）
÷
（
整
数
b
）
（
a
＞
b
＞
の
学
習
で
経
験
し
た
《
等
分
除
》
及
び
《
包
含
除
》
の
認
識
が
強
く
，
本
研
究
の
調
査
問
題
に
お
け
る
「
も
ん
だ
い
②
」
の
よ
う
に
，
こ
の
数
の
関
係
が
保
証
さ
れ
な
く
な
る
と
き
，
問
題
場
面
を
う
ま
く
想
起
で
き
な
い
。
さ
ら
に
，
こ
の
こ
と
は
，
児
童
の
有
す
る
除
法
の
モ
デ
ル
の
問
題
に
関
わ
る
だ
け
で
な
く
，
そ
う
し
た
モ
デ
ル
と
結
び
つ
い
て
児
童
の
作
問
に
現
れ
る
量
体
系
の
問
題
と
も
関
わ
る
。
こ
れ
は
，
最
初
の
学
習
経
験
が
，
逆
に
後
の
学
習
に
対
し
て
障
害
と
し
て
機
能
し
て
い
る
（
溝
口
，
1
9
9
5
）
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
，
以
前
の
学
習
に
お
い
て
は
，
そ
の
目
標
に
お
い
て
十
分
な
達
成
を
見
た
に
も
関
わ
ら
ず
，
次
の
学
習
に
お
い
て
は
，
逆
に
そ
う
し
た
既
有
の
認
識
が
，
困
難
の
原
因
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
，
特
に
，
除
法
の
意
味
の
拡
張
が
図
ら
れ
る
「
小
数
の
わ
り
算
」
（
第
5
学
年
）
に
お
い
て
は
，
こ
う
し
た
子
ど
も
の
有
す
る
除
法
の
モ
デ
ル
，
あ
る
い
は
除
法
の
場
面
に
用
い
ら
れ
る
量
体
系
に
つ
い
て
，
十
分
な
検
討
を
要
す
る
。
　
《
等
分
除
》
及
び
《
包
含
除
》
は
，
除
法
を
基
本
的
に
乗
法
の
逆
演
算
と
見
た
と
き
，
（
整
数
の
範
囲
に
お
い
て
は
）
同
数
累
加
の
逆
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
「
÷
小
数
」
の
学
習
に
お
い
て
も
，
や
は
り
乗
法
の
逆
演
算
と
見
る
と
き
，
割
合
の
考
え
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
場
面
か
ら
適
切
に
汲
み
取
れ
る
よ
う
学
習
指
導
上
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
，
必
ず
し
も
「
1
あ
た
り
量
」
を
求
め
る
よ
う
な
問
題
場
面
は
，
子
ど
も
の
固
執
的
な
認
識
を
克
服
す
る
上
で
適
切
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
敢
え
て
，
f
1
あ
た
り
量
」
を
求
め
る
こ
と
が
問
題
の
解
決
に
な
ら
な
い
よ
う
な
場
面
を
想
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
る
♂
注
2
）
　
な
お
，
本
研
究
に
お
い
て
は
，
質
問
紙
調
査
で
実
施
し
た
各
設
問
項
目
ご
と
の
結
果
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
が
，
一
人
の
子
ど
も
の
中
で
，
各
設
問
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
回
答
の
推
移
を
示
し
た
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
，
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
，
指
摘
さ
れ
る
。
ラ
主1　
な
お
，
い
く
つ
か
の
箇
所
に
お
い
て
，
入
数
が
達
成
度
と
異
な
る
。
　
　
こ
れ
は
，
例
え
ば
，
下
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
に
お
い
て
，
達
成
度
　
　
と
し
て
は
，
誤
答
と
さ
れ
た
も
の
の
上
記
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
の
　
分
析
に
お
い
て
は
，
分
析
の
対
象
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
　
　
（
事
例
）
　
（
2
）
1
2
÷
3
0
　
　
　
1
2
2
の
ジ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
1
日
3
0
2
ず
つ
飲
む
と
何
日
　
　
　
間
で
全
部
飲
め
る
で
し
ょ
う
。
（
4
年
生
・
女
子
）
2
　
学
習
指
導
の
実
際
に
関
し
て
は
，
栗
岡
他
（
1
9
9
9
）
を
参
照
。
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